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213号1月2026年
令和8年新年のご挨拶

年頭所感

新年あけましておめでとうございます。

　平素よりGE協会の運営にご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。

　2021年からの薬機法違反事例により医療用医薬品の多くにおいて供給が不足し、供給不安を引き起

こしました。加えて、新型コロナウイルス感染症による影響なども相まって様々な安定供給不安事象が引

き続き発生しました。一方、ジェネリック医薬品の数量シェアは2019年度76.9％から当初の目標であっ

た80％を超え90％に達しようとしています。他社の供給不安事象を補填するよう努めるも、代替生産に

必要となる情報収集や企業連携が困難であったこと、十分な生産余力がないことなどの複合的要因によ

り充分には対応できておらず、改善傾向にはあるものの医薬品の供給不安が依然として続いており、患者

様、医療関係者をはじめとする、多くの関係者の皆様にご迷惑・ご心配をおかけしております。

　供給不安の解消に向けては、会員各社におかれましては、新規設備投資や要員の増員、生産の効率化、品

目統合に向けた企業間の連携を図るなど増産努力をして頂き、更に生産余力の強化増強のため、設備投資

の前倒しにも引き続き努めて頂いているところです。

　これまで、GE薬協は不祥事の再発防止に向けて製造管理、品質管理の強化、コンプライアンス・ガバナ

ンス・リスクマネジメントの再整備に力を入れて活動してきましたが、現在のジェネリック医薬品業界

に求められている喫緊の課題は、供給不安の解消です。

　GE薬協としてもこれらに対応するために、①安定供給責任者会議、②教育研修部会、③GE薬協産業構

造あり方研究会と新たに3つの会議体を立ち上げ、昨年は各会議体において活発に議論をしてまいりま

した。

①安定供給責任者会議では、現在生じている安定供給不安事象を分析し、分析結果をGE薬協ホームペー

ジに公開いたしました。

https://www.jga.gr.jp/stable-supply-efforts.html

日本ジェネリック製薬協会
会長 川俣 知己
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213号1月2026年
令和8年新年のご挨拶

また、供給不安事象解決・「品目統合」推進等のためのワーキングチームを立ち上げ、限定出荷の解消や

少量多品目生産の改善を図っていく取り組みをしてまいります。　

②教育研修部会では、アカデミア協力のもと各社の教育研修責任者を集めた研修とワークショップをそ

れぞれ2か月に1回のペースで実施し、品質確保を最優先とする企業文化の醸成に向け取り組んでいると

ころです。

③GE薬協産業構造あり方研究会では、昨年の5月に中間取りまとめを発表しました。

2月には最終報告を発表する予定です。

　GE薬協では、本年もジェネリック医薬品の信頼回復に向けた取り組みを継続していくとともに、上記3

つの会議体を実効性のあるものとし、安定供給に向けて着実に成果を出していく年としたい所存です。そ

のためにも、会員各社の皆様におかれましては、引き続き積極的な取り組みへの参加を期待しておりま

す。

　GE薬協一丸となって、1日も早く供給不安を解消し、患者様および医療関係者の皆様に「安心」して使

用いただけるジェネリック医薬品が安定的に市場に流通する状況を実現していきたいと考えておりま

す。会員各社の皆様のご協力よろしくお願い申し上げます。

　最後に、本年が皆様にとって良い年になることを祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきま

す。
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会員会社だより 213号1月2026年
令和8年

沢井製薬株式会社
https://www.sawai.co.jp/company/info/

【企業理念】
なによりも患者さんのために
1.「真心をこめた医薬品を通じ、人々の健やかな暮らしを実現する」
　 それがsawaiの使命です。
2.「創造性を追求し、革新と協調により社会と共に成長する」
　 それがsawaiの挑戦です。
3.「お役に立ちたいという心を持ち、なくてはならない存在になる」
　 それがsawaiの願いです。

：
：
：
：

創  業  年
設 立 年
代 表 者 名
従 業 員 数

1929年4月1日
1948年7月1日
代表取締役社長 木村 元彦
2,849名（2025年3月31日現在）

人々の健康増進に対するあくなき挑戦

　沢井製薬株式会社は企業理念である「なによりも患者さんのために」を胸に、90年以上、人々の健康増

進へのあくなき挑戦を続けてまいりました。現在ではサワイグループホールディングスの中核企業とし

て、社会インフラとなったジェネリック医薬品の供給を行いつつ、デジタル・医療機器分野での成長も目

指して未病・予防への貢献にも挑戦をしています。

1.生産体制

　全国6工場（鹿島、関東、三田、三田西、九州、第二九州）の多拠点生産体制を確立しており、年間生産能力

は現在205億錠。さらに今年度に発表した、グループ会社であるトラストファーマテックへの195億円の

投資など継続した投資を進めており、2030年度には250億錠を達成する計画となっています。
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2.科学と技術による研究開発での挑戦

　特定の製剤に依らない汎用性の高い技術、医薬品を中心にその他の業界でも展開できる技術などをコ

ンセプトにたゆまぬ技術の基礎研究を行っています。それらを用いて医薬品を服用する患者さんや医薬

品を取り扱う医療関係者に技術での貢献を行います。また技術で社会のニーズとのハーモニーを起こす、

科学と技術で患者さんに寄り添うなど視野の広い社会共生を目指しています。

 

 

 

3.未来への貢献

　サワイグループは、次なる成長戦略として、ジェネリック医薬品事業の強化に加え、新規事業領域への

挑戦を加速させています。

●新規事業の開拓： デジタル・医療機器を中心に健康を軸とした様々な新規事業に挑戦しています。パー

ソナルヘルスレコード管理アプリ「SaluDi」や2025年9月に発売を開始した減酒治療補助アプリ

「HAUDY」の他、様々な製品の上市を目指しています。

●グローバル展開： 現地パートナー企業と連携し、中国・ASEAN市場への輸出ビジネスを行います。日本

で培った製品開発力と品質管理ノウハウを広げ、国外の患者さんの健康に対する貢献を目指します。
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会員会社だより 213号1月2026年
令和8年

4.持続的成長を支える人財の創出とサステナビリティへの取り組み

　労働人口が減少する中で、経営上最も重要な人財の確保と育成を推進することにより、当社グループの

中長期的な成長実現を目指しています。

　多様な人財の活用や経営視点を持った人財育成、企業風土の改革、ID＆Eの推進、 柔軟な働き方の推進、

人権分野のエンゲージメントのさらなる向上と、向き合う課題はたくさんありますが着実に歩みを進め

ています。

　また社会とともに持続的に発展するヘルスケア企業グループの一員として、環境に配慮した生産を中

心に気候変動へ対応し、コーポレート・ガバナンス深化等のESG課題にも取り組んでいます。
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委員会活動報告 213号1月2026年
令和8年

広報委員会

薬科大学の講義について

　薬学生向けの啓発活動の一環として「学生向け教育資材」をもとに講義を行っており、千葉科学大学薬

学部、九州医療科学大学薬学部、同志社女子大学薬学部、昭和薬科大学にて講義の機会を頂きましたので

報告させて頂きます。

　今般の講義についてご協力頂きました先生方に改めて感謝申し上げます。

■千葉科学大学薬学部

講演日時：2025年9月11日（火）11:00 ～ 12:30（90分）

形式：web

聴講者：4年生44名

■九州医療科学大学薬学部

講演日時：2025年12月5日（木）13:00 ～ 14:20（90分）

形式：web

聴講者：4年生44名

テーマ：「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

講師：三宅 真二（日本ジェネリック製薬協会　広報委員会）

　どちらもzoomを用いたweb講義で学生さんの反応が見られないので、納得いただけたのか不安で

したが、後日いただいたアンケートで、

◯生物学的同等性により有効成分の同等性が証明されており、効き目が劣ると言うことはないというこ

とが、その他の試験で品質・安全性が証明されていることが分かった。

◯ジェネリック医薬品が承認されるまでにどのような試験を行い、どのような基準にしたがってつくら

れているのか流れで知ることが出来、今までそれぞれについて覚えていたことがイメージしやすくなっ

た。とても判り易かった。ありがとうございました。

などの温かいコメントがいただけたので、ジェネリック医薬品について理解を深めて頂けたものと思い

ました。

　今年度内容を増やした、長期収載品の選定療養については、コメント頂いた学生さんはまだ少ない状況

でしたが、薬局実習で、患者さんに選定療養の説明をしているのに立ち合った経験のある方が居られて、
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令和8年

広報委員会

「腑に落ちた」というコメントを頂きました。

■同志社女子大学　薬学部

講演日時：2025年11月25日（火）11:00 ～ 12:30（90分）

形式：対面

テーマ：「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

講師：久松 栄一（日本ジェネリック製薬協会　広報委員会）

聴講者：4年生126名

【講義後のアンケートに対する主な学生さんの感想】

・国民皆保険制度の維持のためにジェネリック医薬品の使用が大事であることが理解できた。

・選定療養制度を初めて知り、これから実務実習に行って服薬指導を経験するにあたり制度を理解でき

てよかった。

・錠剤印字について災害時の持参薬を判別する際にも役に立つことを知る事ができた。

・先発品からジェネリック医薬品への切替の際に、62.5%が薬剤師の説明がきっかけで切り替えたとの

データを知り薬剤師の説明がいかに重要かを知ることができた。

・生物学的同等性試験によって血中濃度のAUC・Cmaxが先発品と厳密に比較され90%信頼区間で0.8

～ 1.25に入らないと承認されないなど、ジェネリック医薬品の信頼性の高さを理解できた。

　講義後のアンケートにおいて、講義内容で参考になった項目について質問したところ以下の回答を頂

きました。

※回答者数99名　複数回答
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委員会活動報告 213号1月2026年
令和8年

広報委員会

　講義内容で一番参考になった項目は「先発医薬品とジェネリック医薬品の同等性について」と回答さ

れた学生が68名（68.7%）と最も多かった。

 

■昭和薬科大学

講演日時：2025年12月18日（木）13:00 ～ 14:20（80分）

形式：対面

テーマ：「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

講師：中橋 弥里 （日本ジェネリック製薬協会　広報委員会委員）

聴講者：4年生146名

　講義後にアンケートを行い、学生さんから以下のようなご感想をいただきました。

・ジェネリックは先発品とほぼ変わらぬものと思っていたため、添加剤の違いでアレルギーが出るかも

しれないことは盲点だった。

・価格が安いのは研究費用が先発品と比べて少ないからであって、決して薬効が弱かったりすることは

なく、むしろ飲みやすい工夫がされていたり、ジェネリックは良い印象に変わった。

・なんとなく、先発の方が安全なのかなと思ってジェネリックに変更しないことが多かったけど、変えて

みてもいいかなと感じた。

・「ジェネリック医薬品は、特許の切れた先発医薬品を模倣したものである」という印象が強かったが、先

発品をもととして、服用性・調剤性を工夫した“付加価値製剤”であることを知り印象に残った。
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委員会活動報告 213号1月2026年
令和8年

広報委員会

・ジェネリック医薬品は先発品で既に効果や安全性が示されており、それと同等であるため生産過程は

シンプルであるかと思っていたが、開発には様々な承認や試験が必要であり、私が思っていた以上に多く

の手順や人の手も必要とすると感じた。

・薬剤師がどこで活躍できているのかを知れた。企業にも考えていたので良かったです。
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213号1月2026年
令和8年賛助会員から

【グループミッション】

私たち旭化成グループは、世界の人びとの “いのち” と “くらし” に貢献します。

【グループビジョン】

「健康で快適な生活」と「環境との共生」の実現を通して、社会に新たな価値を提供していきます。

【グループバリュー】

「誠実」誰に対しても誠実であること。

「挑戦」果敢に挑戦し、自らも変化し続けること。

「創造」結束と融合を通じて、新たな価値を創造すること。

～旭化成と医薬品添加剤事業について～

　旭化成は人類の幸福への願いを胸に、「人びとがよりよい生活を実現できるよう、最も良い生活資材を、

豊富に低価格で提供すること」を目指して創業されました。それから時代の要請やニーズに応えて積極

的に事業ポートフォリオを転換し、社会の問題に対して、製品やサービスの提供を通じて解決策を示して

きました。

　結晶セルロース「セオラス™」は、1970年に発祥の地である延岡で製造を開始いたしました。翌年に

日本薬局方に収載され事業開始以来、高機能・高品質な製品を安定的にお届けすることに邁進しており

ます。特に弊社独自の粒子設計技術を用いた高機能グレード※1は、医薬品や食品、工業製品の開発・製造

に大きく貢献し、高くご評価を頂いております。今後も新たな技術・グレード開発に努め、お客様の課題

解決を継続的にサポートしてまいります。

創業：1922年5月25日

https://www.asahi-kasei.com/jp/

代表取締役社長：工藤 幸四郎

本社：〒100-0006 東京都千代田区有楽町一丁目1番2号 日比谷三井タワー

従業員数（連結）：48,897人

旭化成株式会社
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令和8年賛助会員から

結晶セルロース「セオラス™」

ブランドロゴ

 

～医薬品添加剤事業沿革～

1962年　創業・事業開始

1970年　第1工場（セオラス製造部）竣工、結晶セルロース粉体グレード上市

1971年　「結晶セルロース」日本薬局方収載

1974年　結晶セルロース製剤上市

1984年　PCS®上市

1992年　セルフィア™上市

1999年　トレハロースP/G 上市

2003年　キッコレート®販売開始

2023年　第２工場（セオラス水島製造部）竣工・運転開始

～2024年7月製造分より、「セオラス™」粉体グレードにて亜硝酸イオン濃度0.1ppm以下を規格化※2 ～

　近年、日本や米国、欧州において、高血圧症治療薬に用いられるバルサルタン等から、発がん性物質であ

るN-ニトロソジメチルアミン等のニトロソアミン類が検出され、一部の製品が自主回収※3されています。

ニトロソアミン類は、2級・3級アミンを含む原薬製造に用いる原材料（原料や添加剤、溶媒を含む）と、

原薬や医薬品添加剤に不純物として含有される亜硝酸イオン類が、一部の製剤製造工程または製剤中※4

に共存することが生成の一因であるということが明らかになってきました。そのため、当社ではこのニト

ロソアミン類の生成リスクを低減する方法の1つとして、医薬品添加剤中の亜硝酸イオン含有量を下げ

ることが有効であると考えています。

　今回の規格化により、発がん性物質であるニトロソアミン類の生成リスクを低減した医薬品添加剤の

生産を進めてまいります。

 

旭化成株式会社
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令和8年賛助会員から

～ CEOLUS.comのご紹介～

　CEOLUS.com（https://www.ceolus.com）は、セオラスに関する情報を網羅したWebサイトです。

　当サイトでは、製品の基本情報に加え、豊富な技術データをご提供しています。例えば、「課題解決」ペー

ジでは、打錠障害等の製剤課題ごとに最適なセオラスグレードと推奨理由を分かりやすく提示していま

す。

　また、「技術文書ダウンロード」ページでは、具体的な処方例や活用方法をまとめた資料を入手でき、多

くの製剤開発者様にご利用頂いております。

　さらに、昨年度より過去の”セオラスOnlineSeminar”動画を掲載しています。本セミナーは、弊社技

術開発部が製剤開発者様向けにセオラスの物性や用途について詳しく解説しており、毎回ご好評をいた

だいております。

　様々なニーズに対応した情報を取り揃えておりますので、ぜひご登録のうえ、製剤開発にお役立てくだ

さい。

※1 高機能グレード：KG-1000, KG-802, UF-711, UF-702, OD-20P

※2 対象グレード：PH-101, PH-102, PH-301, PH-302, PH-200, KG-1000, KG-802, UF-711, UF-702

※3 独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）引用：

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0371.html

※4 一部の製剤製造工程または製剤中：酸性条件下の医薬品製造工程や医薬品

◆お問い合わせ先◆

旭化成株式会社 ヘルスケアマテリアル事業部

セオラス第一営業部 製薬グループ

　〒100-0006 東京都千代田区有楽町1-1-2 日比谷三井タワー 26階

旭化成株式会社
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213号1月2026年
令和8年賛助会員から

　TEL:03-6699-3361 FAX:03-6699-3467

　E-mail：ceolus_1@om.asahi-kasei.co.jp

◆弊社添加剤情報につきましては、こちらのHPをご覧ください◆

https://www.ceolus.com/ja/

旭化成株式会社
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お知らせ 213号1月2026年
令和8年

ジェネリック医薬品数量シェア分析結果について

標記について、以下のとおりまとまりましたのでご案内申し上げます。

 

【参考】

（1）四半期ごとのGE医薬品数量シェア分析結果の推移 [速報値]

（2）四半期ごとのGE医薬品数量シェア分析結果[速報値]は、GE薬協理事会社からの出荷数量をもとに、

IQVIA社のデータを加え推計した値である。

（3）シェアの計算方法：
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213号1月2026年
令和8年医療制度関連情報

TOPICS

●中央社会保険医療協議会総会

＜12月3日 第632回＞

議題

1.薬価調査、特定保険医療材料価格調査の結果速報について

2.医療技術評価分科会からの報告

3.個別事項その11（届出や算定方法の明確化）

4.入院時の食費・光熱水費について（その2）

5.医療経済実態調査の結果に対する見解について

6.その他

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_66560.html

＜12月5日 第633回＞

議題

1.個別事項について（その12）後発医薬品・バイオ後続品の使用体制②

2.個別事項について（その13）精神医療②

3.個別事項について（その14）技術的事項

4.賃上げについて（その1）

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_66697.html

＜12月10日 第634回＞

議題

1.費用対効果評価専門組織からの報告について

2.令和7年度補正予算案の閣議決定について

3.令和8年度診療報酬改定に関する基本的な見解（各号意見）について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_66930.html

＜12月12日 第635回＞

議題

1.「令和8年度診療報酬改定の基本方針」について

2.個別事項について（その15）医薬品その他

3.入院について（その8）

4.令和8年度診療報酬改定への意見について（公益委員案の提示）

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67045.html

J G A  N E W S 15



医療制度関連情報
TOPICS

213号1月2026年
令和8年

＜12月17日 第636回＞

議題

1.医療機器の保険適用について

2.先進医療会議からの報告について

3.最適使用推進ガイドラインについて（報告）

4.公知申請とされた適応外薬の保険適用について

5.DPC/PDPSにおける令和6年10月から令和7年9月までの間の豪雨及び暴風雨による災害を踏まえた対

応について

6.個別事項について（その16）長期収載品の選定療養②

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67369.html

＜12月19日 第637回＞

議題

1.個別事項について（その17）これまでの御指摘に対する回答について

2.個別事項について（その18）医療DX

3.個別事項について（その19）残薬対策

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67618.html

＜12月24日 第638回＞

議題

1.個別事項について（その20）技術的事項（その2）・これまでの御指摘に対する回答

2.医療法等改正を踏まえた対応について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67899.html

＜12月26日 第639回＞

議題

1.令和8年度診療報酬改定の改定率等について

2.令和8年度費用対効果評価制度改革の骨子（案）について

3.令和8年度保険医療材料制度改革の骨子（案）について

4.令和8年度薬価制度改革の骨子（案）について

5.令和8年度診療報酬改定への意見について（各号意見）

6.その他

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_68050.html

J G A  N E W S 16



医療制度関連情報
TOPICS

213号1月2026年
令和8年

 ●中央社会保険医療協議会 薬価専門部会

＜12月3日 第242回＞

議題

1.令和8年度薬価改定について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_66593.html

＜12月10日 第243回＞

議題

1.関係業界からの意見聴取について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_66925.html

＜12月12日 第244回＞

議題

1.令和8年度薬価制度改革の骨子（たたき台）について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67052.html

＜12月26日 第245回＞

議題

1.令和8年度薬価制度改革の骨子（案）について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_68054.html

 ●社会保障審議会（医療保険部会）

＜12月4日 第206回＞

議題

1.医療保険制度における出産に対する支援の強化について

2.医療保険制度改革について

3.令和8年度診療報酬改定の基本方針について

4.「強い経済」を実現する総合経済対策～日本と日本人の底力で不安を希望に変える～について（報告）

5.令和7年度補正予算案（保険局関係）の主な事項について（報告）

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_66677.html

＜12月12日 第207回＞

議題

1.医療保険制度における出産に対する支援の強化について
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213号1月2026年
令和8年医療制度関連情報

TOPICS

2.医療保険制度改革について

3.後期高齢者医療の保険料の賦課限度額について

4.医療機関の業務効率化・職場環境改善の推進に関する方向性について（案）

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67104.html

＜12月18日 第208回＞

議題

1.外来特例を始めとする医療保険制度改革についてヒアリング

2.医療保険制度改革について

3.マイナ保険証の利用促進等について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67486.html

＜12月25日 第209回：第9回高額療養費制度の在り方に関する専門委員会合同開催＞

議題

1.医療保険制度改革について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67949.html

＜12月26日＞

議題

1. 社会保障審議会医療保険部会における議論の整理

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_68039.html

●社会保障審議会（医療部会）

＜12月8日 第122回＞

議題

1.令和8年度診療報酬改定の基本方針について

2.医療機関の業務効率化・職場環境改善の推進に関する方向性について

3.令和7年度補正予算案について（報告）

4.医療法等の一部を改正する法律の成立について（報告）

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_66830.html

 ●医療用医薬品の流通改善に関する懇談会

＜12月15日 第41回＞

議題
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213号1月2026年
令和8年医療制度関連情報

TOPICS

1.流通改善ガイドラインの改訂について

2.一社流通アンケートの結果と対応について

3.その他

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67111.html

 ●「令和8年度診療報酬改定について」ページの開設について

厚生労働省ホームページ内の医療保険ページにある診療報酬改定情報がまとまったページに、「令和8年度

診療報酬改定について」のページが開設されました。現在、「令和8年度診療報酬改定の基本方針」、「令和8

年度診療報酬改定について」と中央社会保険医療協議会総会へのリンクが掲載されています。

該当ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67729.html

 ●薬価基準収載品目リスト及び後発医薬品に関する情報について（令和7年12月5日適用）

＜12月4日＞

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/topics/2025/04/tp20250401-01.html

 ●処方箋に記載する一般名処方の標準的な記載（一般名処方マスタ）について（令和7年12月5日適用）

＜12月4日＞

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/shohosen_250401.html
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知っ得  豆知識！
213号1月2026年

令和8年

〇医薬品物流の課題

　医薬品物流は、生命や健康に直接関わる製品を扱うため、他の業界とは異なる厳格な品質管理基準が求

められる特殊な分野です。  医薬品の物流では、温度や湿度の管理、トレーサビリティの確保、毒物や劇薬

などの特殊な取り扱いが必要な医薬品の管理など、物流のあらゆる段階で高い精度が求められます。ま

た、医薬品物流は主に「メーカー物流」と「卸物流」に分かれています。上流となるメーカー物流はメーカー

から卸業者への着荷まで、商品着荷後、卸業者が地域の病院・調剤薬局へのラストワンマイルを担ってお

り、有事の際のライフラインを守る重要な物流機能を担っています。

　しかし、近年の日本では、物流業界が深刻な課題に直面しています。人口減少に伴う労働力不足や、

2024年4月に施行された働き方改革関連法によるトラックドライバーの時間外労働規制、燃料価格の高

騰などが、物流業界全体に影響を与えています。これにより、トラック便数の減少、納品回数の減少、物流

リードタイムの長期化、納品タイミングの柔軟性の低下、さらには医薬品物流の品質低下が懸念されてい

ます。  特に医薬品物流は、緊急医薬品の需要に対応するため、迅速かつ確実な配送が求められるため、こ

れらの課題は業界にとって大きな問題となっています。  

 

〇フィジカルインターネットとは

　こうした課題を解決するために、2021年10月に経済産業省と国土交通省が事務局となり、我が国にお

ける「フィジカルインターネット」の実現に向けたロードマップを策定することを目的にフィジカルイ

ンターネット実現会議を設置しました。

　フィジカルインターネットとは、インターネット通信の考え方を物流に適用し、デジタル技術を活用し

て物資や倉庫、車両の空き情報を見える化し、規格化された容器に詰められた貨物を複数企業の物流資産

をシェアしたネットワークで輸送する仕組みです。 この新しい物流システムは、効率性、強靭性、良質な

雇用の確保、ユニバーサルサービスの提供を目指しており、2040年までの実現を目標としています。

医薬品物流とフィジカルインターネットの融合による
効率化の取り組みについて

流通適正化委員会
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213号1月2026年
令和8年知っ得  豆知識！

＜引用＞

〇 経済産業省 2025年度第1回 フィジカルインターネット実現会議

資料5　フィジカルインターネット・ロードマップ本文の一部改訂（事務局）

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/physical_internet/pdf/2025_001_05_00.pdf

 〇フィジカルインターネット実現会議医薬品ＷＧ

　フィジカルインターネット実現会議では、これまでに、化学品、建材・住宅設備、百貨店、スーパーマー

ケットなど業種別WGを設置し、それぞれが実現に向けた課題の検討を進めていますが、2024年6月に

新たに医薬品WGが設置されました。

　医薬品WGでは、医薬品物流が抱える課題を受けて5つの分科会を設置し、実現に向けた課題の検討に

着手しています。

流通適正化委員会

図１ フィジカルインターネットの考え方

図２ フィジカルインターネットが実現する価値
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213号1月2026年
令和8年知っ得  豆知識！

 

〇最後に

　これらの取り組みは、医薬品物流の効率化だけでなく、災害時の医薬品供給の強靭化や、環境負荷の低

減、グリーン物流の推進にもつながります。

　医薬品物流の未来を見据えたフィジカルインターネットの実現は、患者様の安全・安心を守るだけで

なく、社会全体の持続可能な発展に寄与する重要な取り組みです。持続可能な医薬品物流を実現するため

に、国の取り組みと強固に連携し、業界全体で課題解決に向けた協力を進めることが求められています。

流通適正化委員会

フィジカルインターネット実現会議　医薬品WG 分科
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COP便り 213号1月2026年
令和8年

医療機関から指定された
フォーマットでの情報提供

　A病院薬剤部長から院内データの整備にあたり自社医薬品に関す
る資料提供の要望がありました。
　フォーマットは病院指定の統一した様式で、特別な作業を必要とす
るものです。
　期限までに提出しなければ採用継続にも影響が出てくると思われ
るので、資料作成を外部業者に発注して提供してもよいでしょうか。

　提供できません。
　この事例の場合は『医療機関独自のフォーマットでの提供を依頼
され、その作成に特別の作業が必要である（業者に外注してでも作成
の必要性があれば、過大又は不合理な費用が発生する）』と考えられ
ますので、提供できません。
　類似の依頼があった場合にはMRが即答せず、社内の公取協担当者
の方に相談の上、対応の可否を判断してください。

?

A 回答
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213号1月2026年
令和8年活動案内

　

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

WEB併用

知的財産委員会
倫理委員会
信頼性向上PJ常任委員会
COP委員会
総務委員会
再評価委員会（正副委員長会議）
流通適正化委員会
薬価委員会(幹事会) 
安定供給責任者会議
信頼性向上PJ(MR教育研修検討チーム) 
国際委員会
品質委員会(幹事会) 
GE薬協産業構造あり方研究会 
薬制委員会(幹事会) 
広報委員会ニュース・講演部会
正副会長会・理事会
安全性委員会(幹事会)
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
広報委員会幹事会
政策委員会政策実務委員会
薬価委員会(幹事会) 
総括製造販売責任者会議
倫理委員会

WEB開催のみ
〃

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃
〃
〃
〃
〃
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

ライフサイエンスビル会議室
日本ジェネリック製薬協会会議室

WEB開催のみ
〃

2日

3日
4日
9日
10日

11日

12日
15日
16日
17日

18日
19日

23日

開催日 委員会 開催場所

12月

今月の予定

日誌

知的財産委員会
総務委員会
広報委員会ニュース・講演部会
信頼性向上PJ常任委員会
薬価委員会(幹事会) 
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
政策委員会政策実務委員会
正副会長会・理事会
新年講演会・賀詞交換会
薬制委員会(幹事会) 
薬制委員会全体会議
信頼性向上PJ(MR教育研修検討チーム) 
くすり相談委員会
安定供給責任者会議
品質委員会(幹事会) 
品質委員会全体会議
倫理委員会
安全性委員会(幹事会)
薬事関連委員連絡会

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃
〃
〃
〃

東京プリンスホテル
〃

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃
〃

沢井製薬会議室
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃

6日
9日
13日
14日
15日
16日

20日

21日

22日

23日

27日
28日
29日

　
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

開催日 委員会 開催場所 WEB併用

1月
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　先日ある新聞の社説を見ていたら、「SNS時代こそ言葉を大切に」とうい記事が掲載されていました。

筆者も最近テレビなど見ていても首をかしげる言葉が出てきて、検索エンジンで意味を調べる回数が増

えています。

　記事では「お疲れさま」を「乙（おつ）」と略したり、泣きたい気持ちを「ぴえん」と表現したりするそ

うです。なにがなんだかさっぱり分かりません。若い人たちの間では当たり前に使われている表現でも、

前期高齢者の筆者にとっては、同じ日本人同士でも言葉が通じない時代がきたかと一人嘆く昨今です。

　略語でも「中医協」の正式名称は「中央社会保険医療協議会」、「流改懇」の正式名称は「医療用医薬品

の流通の改善に関する懇談会」、このように長い正式名称を3文字で表現する事は合理的で理解できま

すが、泣きたい気持ちを同じ３文字で「ぴえん」と略するのとはわけがちがいます。こちらが泣きたくな

ります。

　文化庁が実施した2024年度「国語に関する世論調査」１）によると言葉の使い方にSNSの影響がある

と答えた人は89%に上ったそうです。その影響では今後「短い言葉でのやりとり」が増えると答えてい

る人が多いとの結果が報告されております。

　短い言葉といえば、「どさ」、「ゆさ」という会話を聞いたことがあるでしょうか。これは津軽弁で、日本

語で一番「短い会話」と言われています。標準語に訳すると「どさ」は「どこへ行くの？」で、「ゆさ」は「温

泉に行きます」となります。更に分解すると「ど」は、どこに、を意味し「さ」は方向を示すそうです。

　では何故、ここまで短い会話になったのでしょう。ここには津軽地方ならでは理由があります。冬は極

寒で吹雪のせいで目を開けることすら困難で、長く口を開けて会話をすることが困難な状況から先人の

知恵で短い会話になったと言われております。また、津軽より更に極寒のロシアでも同様のロシア語に

よる短い会話があるそうです。

　因みに青森といえば、吉幾三。2019年12月リリースの彼の歌で「TSUGARU」を聞いてみてください。

さて、どこまで歌詞を理解できるか。

　「方言は国の宝」と言われるように地域ごとの文化や歴史を反映した貴重な言葉なので大事にしたい

ものです。

　もう一つ、略語とは違った使い方をする言葉で「符丁」があります。寿司屋の符丁「シャリ」、「あがり」

などありますが、アワビは「片思い」だそうです。寿司屋へ行って「片思いを握って」と大将にいったら「勝

手にしやがれ！べらぼうめ」と返ってきそうです。

　「略語」、「方言」、「符丁」などの言葉には合理性もあり、味もありますが、地域性や歴史的な背景を込め

て大事に使いたいと思います。

1)https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/kokugo_yoronchosa/pdf/94274201_02.pdf

（E.H.）
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